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1919年11月,DavidHerbertLawrence(1885-1930)は,妻のFrieda
と共にEnglandを去 り,その後二度 と再び祖国 に永住 す ることはなか った。
第一次 世界 大戦 とい う悪夢 は,並 外 れて感受 性 の強 か ったLawrenceに
想像 を絶す る影響 を及ぼ したのである。身体 が弱 くて兵役 を免 除 された彼
であ ったが,ド イッ人の妻がいる とい う理 由や大衆 か ら孤 立 して生活 して
い る等の理 由か ら,大 戦中にCornwallに滞在 してい た時 はスパ イ容疑で
様々な嫌が らせ を受 け死の恐 怖を味 わい,徴 兵検査 において もこれ以上な
い程 の屈 辱 を受 けた。 この こ とは長篇小説Kangaroo(1923年出版)の 第
12章"TheNightmare"に詳 しく書か れている。
大戦 中 イギ リスに住 んでいた時の様 々な忌 まわ しい思 いが,Lawrence
を して イギ リスとい うキ リス ト教民 主主義 の国に対 して憎悪 と嫌悪 を抱か
せ,祖 国が標榜する博愛,平 等,自 由等 の理想が いか に嘘,偽 りに満 ちて
い るか を思 い知 らせ た。 この ため"agrey,dreary・greycoffinsinking
intheseabehind"2)に見える イギ リス に彼 は訣別 した。権力者 と彼 らに煽
動 された大衆 に対す る不信感は死 ぬ まで癒 えるこ とは なか ったのであ る。




Lawrenceの人間 に対す る,特 に集 団的 人間に対す る不信感 が色濃 く表れ




篇の小説のテーマ は現代 キ リス ト教 文明 を厳 しく批判 す るものであ り,作
品 中の中心 人物 は"darkman"4)であ りLawrenceは精神 的知識 を意味 す
る 「言葉」 を排 斥 し 「血 と肉」の知識 を内 包す る 「闇」("darkness")の






Kangarooにお い て も 登 場 人 物KangarooとStruthersの重 視 す る 愛 の
思 想 に 対 立 す る も の と し てLawrenceの 代 弁 者 で あ るRichardLovat
Somersは"darkness"の思 想 を 提 示 して い る 。Kangarooにお い てLaw-






















しか し筆 者 は"darkGod"はKangarooにお い て非常 に重要 で あ り,
Lawrenceの思 想形 成 にお け る一 つ の ピー ク で あ る と思 う。 本論 で は
`darkGod'とい うLawrenceの思想 の特徴 と彼 の文 学 におけ るその重 要
につ いて再考 したい と思 う。"darkGod"は小 説中 に豊富 に描 かれている
自然物 と関係 しているのだが,特 に小 説の舞台 となっているAustraliaの
特徴であ る"bush"との関係 を中心 に論 じようと思 う。
1,オ ース トラ リアの土 地 と人 間
1922年5月4日にLawrenceとFriedaはCeylonを後 に して オース ト
ラ リアの西海岸 に到着 し,同 年8月10日 にAmericaへ発 った。 この僅 か
三 ケ月間程 のオース トラリア滞在中 にニ ケ月間弱 の期 間でKangarooとい





5月始めの冬 のSydneyに到着 したSomersは,妻のHarrietと共 に持
ち前の繊細 な感受性 と鋭い洞察 に よりオース トラ リアの土地 と人間を観察
す る。
Somers夫妻 は最 初 はシ ドニー に住 んでいたが その後 南海岸 のMullum-
bimbyに引 っ越す ことに なる。 オース トラ リアの都 会 に もイギ リスの機
械文明 は深 く浸 透 してお り,SomersとHarrietは幻 滅感 を味 わ う。 タク
シー に乗 ろ うとす る と法外 な値段 をふ っかけ られ た。 この国の 「自由」 と
は弱い者い じめ を して もよい 自由を意味するのだ と二人は思 う。 また二人
が住む ことにな った トレステ ィン荘のあ るマー ドック通 りは小 さなずん ぐ
りしたバ ンガローが寄 り集 ま り,長 い通 りは子供 の絵 の ようであ り,中 央
のマ カダム道路 は砂漠の ようであ った。各バ ンガ ローは しらみがいそ うな
"1ittledogkennels"1°)とか"chickenhouses"11)に見 え
,二 人が期待 した新
しい国は期待外 れであ った。そ して夜の シ ドニーの光景 は迷子 の ようであ
り疲 れたよそよそ しさを感 じさせた。昼間のシ ドニーは幻想 であるかの よ




そ れ は"mechanicalearth"13)であ りLawrenceが重 視 す るorganicな も
毫 の が 失 わ れ て い る.L・wrencelま 乙・dyChatterley'sL・・〃 でT・mmy









オ ー ス トラ リ ア に 住 む 大 半 の 人 々 は"outward","visible"なも の に ひ
か れ"inward","invisible"なも の を 重 視 し て い な い が,Somersは こ の







いる と書 かれている ように,シ ドニーの都会 の特 質 はそ のままそ こに住 む
人間の特 質になってい るの である。 この ような人 々は"hollow"なために
mobにな り易 い。






Somers夫妻 の 隣 人 のCallcott夫妻 は 二 人 の"sureness"にひ か れ た の
で あ る 。 こ の"sureness"はAaron'sRodのLillyが説 きAaronが 獲 得 し
て い く"singleness"に通 じ,mobに な り が ち な オ ー ス ト ラ リ ア 人 に 対 立
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す る特徴 であ る。Kangarooでも"singleness"の重 要性 は,Somersによ
















ロ ン ドンやニ ュー ヨークの模造品で核 とか髄が全 く感 じられ ない都市 シ
ドニー,責 任 を伴 わない自由の国 オース トラ リアでSomersはあ る指導者
に会 う。
SomersはHarrietとの個 人的生活だけ に満足 で きず,社 会或 いは男の
世界 との関わ りを持 ちたが りHarrietから一種 のジェ ラシーを受 けて よ く
口論す る。SomersとHarrietとの関係 は,第9章 に書か れてい る ように
これ まで に大 変激 しい戦 い を経 てなん とか均衡 状態 に辿 り着 いた。Law・
renceがAaron'sRodで書 いた男が妻或 いは女 の意志 か ら脱出す る とい う
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Kangaroo論
テーマ よ りも,Kangarooでは個 人 と社会の関係の テーマが表面 に出てい る。
Iwanttodosomethingwithlivingpeople,somewhere,somehow,
whileIliveontheearth.19)
しか しこの テ ー マ の 背後 にはLawrenceがAaron'sRodで追 求 した
"singleness"の更 なる確立 のテーマが存 在 してい る。 ゆ えに ・Kangarooの
テーマはAaron'sRodのテーマの延長 である と言 える。
SomersがJackによ り引 き合わ された弁護 士のBenjaminCooleyあだ
なKangaroo2°)は,オー ス トラ リアの将来 を心 配 し,復 員兵が メンバ ー と
なって いる在郷軍 人クラブを基盤 に してオース トラ リアの富,財 産を掌握
して愛 と権威 に基づ いた独裁政治 を行お う とい う野 望 を持つ政治組織(準
ファシス ト組織)の リー ダーであ る。彼の思想 は愛 とい う母的なる もの と
権威 とい う父的 なる もの を兼 ね備え た観念 的な もの であ る。Kangarooは
ユ ダヤ人であ り,Somersには彼 は キ リス ト的であ りかつエホバ的で ある
と思 われ る。Kangarooは以前か らSomersが書い た ものを読 んで いてそ
の主張 に共鳴 し彼 を自分 の陣営 に引 き入れ たが っていた。
SomersはKangarooに会 う前 か ら仲 間愛,同 志愛 とい うものに反発 し
ていたが,Kangarooとの初めて の会見 では彼の思想 にいた く感銘 を受 け
る。 しか し彼 はKangarooの陣営 に入 る承諾 は しな い。彼 はHarrietと
一 緒 にKangarooと二 回 目の会見 を した後 で激怒 に教 われる。Somersは
Kangarooの説 く 「愛」 を死ん だ観念 であ り偽 善で あ る と考えているため 一
九









Kangarooの「愛」 を唯一絶 対 の原理 とす る思 想は,Somersの考 える
宇宙の原理 は一元 ではな く多元であ るとする説 と相 入れない。
三回 目の二人 の会見 では,第7章 の"TheBattleofTongues"とい う章
題か ら分か る ようにSomersはKangarooと大 口論 をする。Somersは理
論上Kangarooに反発 す るの に加 えて,直 覚的に も彼 とその腹心の部下の
Jackに不信 を抱 く。Somersは彼等 の権威主義的 な冷 たい声 の響 き,顔 つ
きなどに反発 し,彼 にはKangarooとJackの顔 はマ ス クの ように思 われ
る。Aaron'sRodで主人公Aaronは小説 の最後 の方で マス クが壊 れて肉
眼 では見 えな い 本来 の 自我 を得 る こ とにな るが,KangarooとJackは
Aaronが到 ったその段 階に まで辿 り着 かない。
Somersには,Jack達復 員兵 は高適 な理想 に身 を捧 げてい るのではな く
て,一 時的 に気 を紛 らわす対象が欲 しいだけなのだ とい うことが分か る。
Kangarooにも実 は権 力 を持 った人 々への復讐心が あるのだ と分か るので
あ る。 こ の 点 に お い てKangarooはLawrenceがApocalypseandthe













そのため敵方 の凶弾 に倒れたKangarooは,死ぬ間際 になって も愛す る
こ とよ りも愛 され る ことを何 よ りも望 んでいた ことが暴露 され る。Kan-
garooの父的特 質は失 われMagnaMaterの負の側面 が浮かび上が る。
Somersは何 よ りも強制 され る こ とを憎 むので あ るが,Kangarooは四
回 目にSomersに会 った時彼 を思 うにように出来 ない ことを知って殺気 立
ち,彼 が長い間忘れ ていた恐 怖心,大 戦 中にイギ リスの コー ンウォールで
味 わったスパ イ容疑 を受 けてい た時 の恐 怖心 を思 い起 こ させ るのである。
こ こに至 ってKangarooの真の 姿 はLawrenceが・憎悪す る イギ リスの権
威 主 義 者 や愚 衆 と同質 の もの と分 か るの で あ る。G.Houghは,"The
Nightmare"の章 は,Lawrenceに兵 役 を拒 否 され た ための劣等感 が あ り
内容が ヒステリ ックであ ると捉 えてい る24)。しか しこの章 はJ.Worthen25)
やA.Niven261が肯定 的に捉 えているよ うにKangarooのテーマであ る「個」
の確立及 び自己の内面への旅 を決定 する重要な章で ある。
皿.thedarkGod
Somersはキ リス ト教 社会の 「愛」 とい う古い観 念,Kangarooが提唱
す る理 想 に代 わ る もの と して`darkGod'を信 じ よ う と して い る。G.
Houghを初 め と して多 くの研 究者 は`darkGod'をあい まい なもの と して
過少評価 してい るが筆者はKangarooにおいてそれ はか な り明確 であ る と
思 う。
"darkGod"は"greatGod"とも言い換 え られ てい る。それ はキ リス ト
教 の精神的神で はな くて男根 的官能 的神 であ り,姿 の 見えない神,声 を聞




意味であ り,一 つの意味 は白人社 会の"whitegod"に対 してオース トラリ
アとい うイギリスのantipodesに存在 する神 として 「白」 の価値観 とは正
反対の価値観 を持 つ 「黒」の世界の神 とい う意味で あ り,ま た もう一つ の
意味はオース トラ リアの原住民 の肌 の黒 さに対応す る 「黒」 の神 であ る。
それゆ え従 来 「暗 い神」 と訳 されてい る"darkGod"であるが,「黒い神」
と訳 すべ きであ る と思われ る。次 の引用 はSomersとKangarooの口論 の















る,君 を導 くの は地獄の猟 犬 だ」28)と言 い返 すが,こ の"demon"は"sin・
gleness"を意 味す る。"darkGod"とは人間の"singleness"を支 え る もの
なので ある。 オ ース トラ リア人が"hollow"なために一人で は生 きてい ら
れず常 に集団 と して存 在 して,Jack達復員兵 に顕 われた ように(第16章
"ARowinTown")"mob"にな り易 いのに対立す る「個」と しての 人間を支
えるものなので あ る。 これ らの復 員兵達 はキ リス ト教の 「愛」の シンボル
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Kang・α猶oo言命






Somersは"TheNightmare"の章 に見 られる ように第一次 世界大戦 中の






Somersは逡 巡 しなが ら もとか く集 団的人間 に負 けて流 されそ うになる
自分 を励 ま し,苦 しみ なが ら どこ まで も"singleness"を固守する。Kan-
/1とい う小説 は,Somersが第17,18章にお い て"darkGod"と一体
化 す る までの 内面 の戦 いが一 貫性 を もって書 かれ て お り,K.Sagerの言
うような決 して思いつ きの思想で はないのであ る。
Somersの"darkGod"との一体 化の過程 は,彼 と自然 との一体 化の 過
程 であ ると言 えよ う。つ ま り"darkGod"は自然の 内に存在 してい るので 九〇
あ る。そ れは"Thegodyoucanneverseeorvisualise,whostandsdark
onthethresholdofthephallicme."31)と述べ られて い るように肉眼で は見
えないが,Somersがそれ を心眼 で見 るに到 る過程 が書かれている。










この段階では,後 に"darkGod"としてSomersが求め る闇 と彼 との 間
には大 きな距離 が ある。 しか し第5章 でCoo-Eeに向か うSomersに,ブ









この引用か ら分か るように"ourwhitevision"とは古い観念 であ り,白
い イギ リス的世 界 に対 立す るオース トラリアの原住民 の世 界 は"adark
face"として黒 さ,目 に見えないこ とが述べ られている。
クー イーに引 っ越 したSomersは,徐々に"darkGod"と混 じり合 うよ
うになる。 それ は異教神"daimon"として彼の 肉体 に入 り彼 の体 の組織 を
変えてい くよう に思、われ るが,こ れはSomersがキ リス ト教 精神 の世界 か
ら脱 け出てい くことを示 している。


















"darkGod"のシ ンボ ル としての貝の例 は
,SomersとHarrietが死の
床 に伏 すKangarooに様 々な色の貝が らをプ レゼ ン トす る場 面 に見 られ る。
様 々 な貝が らの色 は,「愛」 とい う一元的思想 に対 立 す る多元 的 な価値観
を示 してい る。
美 には優 しさだ けで はな く恐 ろ しさ も潜 む。Lawrenceは"darkGod"








このためSagerのように"darkGod"を血な ま ぐさい もの としてそれ に
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Somersは,"darkGod"は北 欧雷神 のThor,ギ リシア ・ローマ神話 の
Zeus,Bacchus,Venus,セム族 の神Moloch,太陽神Baal等全 ての神 を
含 む とい う。 この 「恐 怖 の神」 は 「血 の生 け賛」 を求 め るが,「血」 は
Kangarooの重 要 なイメー ジである。Somersはオース トラ リアは血 を欲 し
ている,オ ース トラ リア人の血 は薄 くなってい るため彼 らの中身は空虚 な
のだ と思 い 自ら も彼 らの ように血が薄 くなるので はない か と心配 している
が,オ ース トラ リアの求める血 は第一次世界大戦で流 された忌 まわ しい血
ではな くて,古 代 のケル トの ドルーイ ド僧が捧げ た宗教的犠牲 の血 なので
あ り,Lawrenceは"TheNightmare"の章で ドルーイ ド僧 を想 い,人 間が
先 史の 無意 識 へ 帰 る こ と を望 んで い る。 オ ース トラ リア に必要 な血 は
Lawrenceが「血 と肉の信 仰」を説 く時 の シンボ リックな意 味 を持 ってい







オー ス トラ リアの ブ ッシュは現代 における先 史時代 の シンボルなのであ
る。そ こは完全 な孤独 の世界で あ り人間か ら尖 った神経 を奪 って無意識 の
世 界へ連 れて行 く。Somersはブ ッシュ に入 る と,生 とはこの ように大 き
く巨大 な灰色の薄 明の前世界 を も含むのに どうして人はつ ま らない ことに
かかず らうのか と思 う。 この光 の射 さないブ ッシュは人間の無意識 の シン
ボルで もある。
Somersがブ ッシュ と深 く関わ っているこ とは彼 の"beard"によ り表 わ
されてい る。J.B.Hummaは,Somersのbeardはも じゃ も じゃ したブ ッ
シュの代諭 であ る と指摘 し,Somersも自分の"beard"は"singleness"の
シ ンボ ルで あ る と思 っ て いる。St.Mawr(1925)に登 場す る馬 丁Lewis
のbeardと同 じ意味 を持 っている。
こう してSomersとブ ッシ ュの一 体化 が進 み,第2章 で隣 人Victoria
がSomersを"somesortofGodinthefierybush"38)と思 った こ とが現 実
化 して い くのであ る。Somersは第17章で死 にゆ くKangarooに会 うが,
彼の 「愛す ると言 って くれ」 とい う願 い を拒否 してその帰 り道 にブ ッシュ
へ 入 っ た 時 体 内 に 明 確 な 一 つ の 声 を聞 く。("avoicespokealoudin
him.")391ここに至 ってSomersは"darkGod"を体得 した と言 え る。 その
夜彼 は蛇の ような海 や夜 との一体感 を味わ う。 ここは小 説の クライマ ック




人間は機械の ように分解 で きない し,自 然科学で分 析で きる ものではな
い。Lawrenceは"darkGod"の思想 に より人間の尊厳 を主張 している。




か りの美 に呆然 となる。Somersの気持 ちは,小 説 の最初 の方 でブ ッシュ
に対 して感 じた違和感 とは全 く異 なっている。 ワル トの花が咲 き乱れ るブ
ッシュ は"asifangelshadflownrightdownoutofthesoftestgoldre-
gionsofheaventosettlehere,intheAustralianbush."41)と表現 されてい
る ようにとて も美 しい。 この ブ ッシュの変 貌は,Kangarooが最 初の神 の
ように美 しい外観 か ら徐 々に変 わってい き醜 さが強調 され るの とは対照的
で ある。 しか しこの美 しい ブ ッシュは また"Itwasadark,frightening
place,famousforsnakes,"42)と書か れる ように恐 怖の場 所で もある。 そこ
には"around,darkpoo1,dark,still,fathomless"43,がある。 この ように底
な しの沼 を持 つ ブ ッシュは正 しく人間の心そ の ものの シンボルである。真
の 人間は核 のあ る深 い心の存在であ り,美 と醜,愛 と恐 の両方 を備 えてい
る。"darkGod"の体得はすなわ ち真 の人間の体得 なので ある。
小説 の最後で ようや く"darkGod"を懐胎 したSomersは,こ れか らそ








Kangarooでは,新 しい人間の意識が育 まれることの必要性が,主 にブ
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